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第 1 章 


明けとともに攻撃が開始され、天空は真っ黒な夜のとばりから赤やオレンジにゆら 
1ノ1 めく天蓋へと変わっていき、雲は夜の終焉を告げる最後の鐘を思わせた。わめき、 
叫び、略奪する悪魔の大群が、黒い激流のごとく保護農場を襲い、破壊していった。住人 
たちがわが身を守ろうとする努力もむなしく、彼らは爪や歯で痛めつけられた。残虐行為 
は母や幼子にも容赦なく行われ、辺りは血の海と化した。それは恐ろしい襲撃だった。悪 
魔たちは農場の住人たちをまるで虫けらのように、眠っているうちに皆殺しにした。 


襲ってきたクリーチヤーたちは自然の優しい手からではなく、魔法使いの世界で知られる 
闇の力と芸術から生まれた。ほぼ追放されたに近かった呪文の使い手たちは、非常に長い 
間復替の機会を窺っていたので、この殺戮は格別の味わいだった。彼ら悪魔の大群がかつ 
て何の遠慮もなくまき散らした血しぶきのような……だが、彼らは昔のことにはこだわら 
なかった。過去のためには指一本挙げることさえ望まなかった。その過去とは、3 0年ほど前、 
ハーク•フエロル公という名の人間の手によって偉大な指導者を殺されたことだ。彼らは 
陰謀の計画を練り、王国やそこで安穏と暮らす人々に復讐できる機会を狙っていたのだ。 

だが、農場や遠隔の村への攻撃はリバータウンで暮らす公爵の子孫たちに軍勢を挙げる準 
備のための猶予を与えたにすぎなかった。いくつかの夜が明けて昼になり、昼が暮れて夜 
になる中で、魔法使いと悪魔の同盟軍の集結は遅れた。軍勢は広い平原で遭遇するような 
魔力やモンスターと対決することは想像せず、自らの戦力を顧みない大胆な計画——まさ 
にこの町中で戦うことを考えていた。もちろん、猛り狂う炎が周囲を焼き尽くすがごとく 
軍勢を切り裂くような、すさまじい破壊力をもつという<混沌の王>についても、彼らは 
心配しなければならなかった。< 混沌の王 > は‘幻’だという者もあったが、確かなとこ 
ろは誰にもわからなかった。 











今や空は喪服のごとく黒々とし、さらなる高みで輝く星々が点々と光を投げかけていた。 
この日は一年で最も長い日であったが、最も不吉な日でもあるようだった。リバータウン 
で待ち受ける人々の心に不安が——不安と恐れが——渦巻きはじめた。闇の軍団が町の門 
に詰めかけるにつれて、最初は‘カラン’というかすかな音のようだった不安が、邪悪な 
轟きへと変わっていった。戦いの始まりを今か今かと待っていた悪魔、魔法使い、そし 
てく混沌の王>がずらりと顔を揃え、その勢いは門柱を揺るがせた。辺りは静寂に包まれ 
ており、悪の軍団は獲物を求めて辺りを嗅ぎ回りながらも音はたてず、用心深く歩みを進 
めた。だが所證、戦いに用心など無縁なもの。自分たちに刃向かうものはないと感じるや、 
用心はあからさまな傲慢へと変わり、彼らはすでにこの地を征服したかのように行進しは 
じめたのである。 

悪魔たちは頭上高く屋根の上で誇り高き防衛軍が待機していることに気づかなかった。屋 
根の上にいることで彼らはわずかながら優位を得た。防衛軍は叫び声とともに上空から火 
炎瓶を投げつけて悪魔たちに火をつけ、次に弓矢の雨を浴びせた。怒ったスズメバチの集 
団のように、シュー、シューと音を立てる蛇のように、矢が舞った。矢尻には猛毒が塗ら 
れていた。再び戦闘が始まり、悪魔と魔法使いの軍団は呪文と火炎瓶で応酬し、弓矢の射 
手たちを闇に退却させた。人間、悪魔、そして魔法使いは最初の戦争に突入した。だが、 
勇敢な人々の攻撃も強大な戦力をもつ悪魔の軍団の前では無に等しく、彼らは退却して軍 
勢を再編成することを強いられた。 
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だが、夜通し戦いは起こらず、脈を打つ一瞬の鼓動も雷鳴も聞こえなかった。敵は勇敢に 
戦う者たちの精魂を吸い込む、呼吸をする生命体であった。つまり、抵抗する道を選んだ 
勇敢な人々を弄び、狩り漁ったのは魔法使いであり、防衛軍ははるかに強い敵に対し奇襲 
作戦で迎え撃つしか手段がなかった。それから4力月間は、魔法使いが敵を追って家々を 
粉枠しては猫がネズミを追いかける死のゲームが始まることの繰り返しで、狩りの獲物の 
ごとく彼らを追い回す悪魔たちを避けるために、勇気ある防衛軍は小さな分団にならざる 
を得なかった。 



こうした分団は、悪魔も魔法使いも同様に、すばやく敵の弱点を知ることが重要だと学び、 
妙だと思う相手に対しては再三この知識を活用した。彼らが勝利を獲得するたびに、魔法使 
いの軍勢は血と痛みを支払わされた。夜の深いとばりのなかで人々は魔法使いの喉をかき 
切り、あるいは弓矢で彼らのねじ曲がった黒い心臓を貫いた。人々は魔法使いたちを<地 
獄の亡者>と呼びはじめ、分団は廃墟のなかで小競り合いをする分隊となって、いたる所 
に出現し、神出鬼没の活躍をした。闇の軍団はしびれを切らし、<地獄の亡者>の数は 
徐々に減っていった。彼らは更なる助けも援軍も得られなかったのだ。決着をつけるとき 
が来た。<混沌の王>は幻の栄光に包まれて戦場を闊歩し、目の前の連合軍を翻弄した。 
連合軍には<混沌の王〉を正面からも裏からも倒すことができなかった。望みはすぐに潰 
えた。く混沌の王〉は少しずつ、思い通りに戦争の流れ変え、連合軍はやがて待ち伏せに 
遭い、今にも倒されそうだった……。 











開始後 4 力月目にして、戦争は劇的な局面を迎えた。連合軍は打ち負かされ、見るも無惨 
な姿になってリバータウンから追い出された。傷を負った戦士たちは希望を求めて、別の 
砦にいる安全な親戚の元へと向かった。生き残った母親や幼子たちはそれより前に既に逃 
げており、周辺の森の中で生きながらえていた。連合軍がストーム フイ ストという名の城 
の冷たい壁石に向かっている間、彼らの胸の内にあったのは、自分たちはもう終わりだ、 
全てを失ったという恐怖だった。だが、彼らが抵抗しつづければ、家族たちは同盟国の安 
全な場所に逃げる時間を稼げることもわかっていた一今や、彼らにできるのは家族を守 
ることだけだったのだ。城の中庭で軍の編成を整えれば、門楼を持ちこたえることができ 
るかもしれない。それも落ちれば、魔法使いの軍団と<混沌の王>は蝇のごとく屍に群が 
り、すべては終わることになる。彼らには長い包囲を持ちこたえるだけの十分な蓄えがあ 
つたが、軍勢の士気は下がっていた。多くの者が死に不平を言い、多くが最後には訪れる 
死を待っていた。 



無気力と恐怖にさいなまれなかった者たちは熱心に七聖人に祈りを捧げていた。彼らは策 
を弄して城の周囲に油撐を置いた。 <地獄の亡者>たちが城への汚辱を終えるとき手に入 
れるのは、かつては誇らしい要塞であったものの残骸でしかないだろう。黄土色の空が再 
び悪たちの到来を告げ、かつての征服者の様相を再び見せたが、今回彼らを指揮している 
のは<混沌の王>であった。彼が門楼を腐った木のように打ち壊すと、悪魔やく地獄の亡 
者 > たちも、腰巾着のようにすぐ後に続いた——その間ずっと < 混沌の王 > は残忍な、ぞ 
っとするような笑い声を挙げ続け、聞く者の背骨を揺るがせた。く混沌の王〉の行く手を 
阻み、その猛烈な勢レヽを緩めることのできるものは何もないようだった。彼らの命運は定め 
られていた —— 抗戦の動きをはじめる瞬間までは。人々は結束して抵抗した —— <混沌の 
王>は凍ったように歩を止め、残忍な叫び声をあげた。地獄の炎のように燃える両の眼で 
きっと見据えると、そこにはドワーフたちがいた。彼らの軍勢は<混沌の王>の手の者た 
ちを粉々に辟き、次々に咆哮の声を挙げた。怒りの叫びがこだまするなかで、ドワーフの 
斧や金槌は次々に悪魔も < 地獄の亡者 > も、敵という敵を倒していった。 
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空に黒い雲が現れ、それは<混沌の王>の怒りとともに底深い苦悩の色に変わったが、彼 
がどれほど怒り狂っても、目の前の石切人たちを止めることはできず、今や戦いの形勢は 
人々の優位に転じ、命運尽きたはずだった連合軍はドワーフとともに活躍した。ドワーフ 
と人間は凶暴な敵を城から追い払い、血まみれの勝利を挙げた。戦いに慣れ、地獄の郎党 
を眠りに追いやるドワーフの攻撃を免れた悪魔たちは、<混沌の王>によってその汚れた 
身体を待ち受ける運命から救われ、飛んで逃げた。<地獄の亡者>もほとんどが打ち負か 
され、魔法使いはく混沌の王>に助けられて、恐怖に脅えながら天空に逃げ出し……弓矢 
で打ち落とされなかった者たちは逃げおおせた。彼らは再び舞い戻るのだろうか？軍勢が 
最後の一匹に剣を振り下ろすと、大きな歓声が沸き、人々はドワーフたちを意気揚々と称 
えた——晴れ上がった空の下に雨が降り出し、血は洗い流されて赤レヽ川となった。 

そして時は巡り、一巡して昔と同じ状況に戾った。新たなる戦いが始まろうとしている 
——前の戦争からは多くの年月が経っていた。ルーベン.フエロルの陣営を上空から月が 
照らし、彼は椅子に深く腰掛けてこの前の戦いの記録に目を通すと、胸の内で考えを巡ら 
せながら、顎に手を当ててため息をついた。夜の激しい風にテントの重い布が波立ち、彼 
は目を閉じて首筋を動かした。ずっと昔に勝利し敗北した戦闘の記録という記録、書物と 
いう書物を読んでみたが、この度の新たなる戦いにどのように臨めばよいのか、現実的な 
示唆は何ら得られなかった——古文書からは連合軍が運良くヒットエンドラン戦法で勝利 
したことが窺われたが、ウォーメイジであり、ハーク•フエロル公の後継者である彼に 
は、く地獄の亡者〉と戦っていく上では何の役にも立たなかった。 

ルーベンは前に進んでジョッキを手に取ると、ぐっと一杯あおった。斥候たちが、長引 
く<混沌の王 >— 派との白兵戦で勝利するのは不可能であり、無駄な努力で、手に負えな 
いほどの犠牲者を出すだろうと知らせてきていた。<地獄の亡者〉たちは舞い戻り、ルー 
ベンと同盟軍は明日の朝、彼らと対決することになる——考えても、資料を読んでも、何 
の慰めも助けも見いだせず……すべてがタールのように真っ黒に思えた。心にのしかかる 
もう一つの問題は<混沌の王>だった。それを思い、ルーベンはまた一ロジョッキをあお 
った。スパイや斥候たちによれば、今回の闇の軍団はかつてよりずっと強力で、<混沌の 
王>はずっと多くの魔法使レ、や悪魔を従えているという。ルーベンにはこの戦レ、は先行き 
がよくないように思えた。<地獄の亡者>は多くの奴隸女を捕らえ、軍勢を育てたに違い 
ない。山が彼らの隠れ家になっている……まったく忌々しいことだ。く地獄の亡者〉の屍 
を見ると、思ったより若いようだった……もしかすると<混沌の王>は彼の無謀なやり方 
についてゆく堕落者たちに、永遠の若さを与えたのかもしれない。 


ハ趟 6 ㈣ 














最後の一口をあおって、彼は少しむせた。ルーベンは目を細め、テントの寒さに身を震わ 
せた。瞬きをすると彼の險は小刻みに震えた。深く考えなければならないもう一つの問題 
がある。今回、<地獄の亡者>には指導者がいるのだ。ユルスリングという名の第一級の 
魔法使いだ。そして、そのユルスリングに寿命を縮められることがなかったとしても、後 
には<混沌の王>が控えていた。この前の戦争では形のない幽霊のような存在となり、力 
はほとんど失ったものの未だに恐れられていた<混沌の王>が、精力を取り戻し、ふつう 
の人間の倍の背丈があり、最強の戦士の十倍以上も強い人間の姿となって、リヴェロンの 
廃墟をうろついているという。ルーベンは深くため息をついた。何か奇跡が必要だった。 

彼はジョツキをトレイに戾した。 

万に一つこの戦争に勝てる見込みがあるとすれば、それは人間の姿をした神のような生 
物、<混沌の王>を打ち負かす手だてを見つけることだ。思いもよらぬ手だてを。ルーべ 
ンが口をつけないまま、食事は皿の上で冷たくなっていった。今日という日の終わるまで 
に、何か突破口を見つけなければならない。もしそれができなければ、悪の奴隸に成り下 
がるか、もっと悪ければ、死が待っている……額に冷や汗がにじんだ。ルーベンはクリス 
タルのワイン瓶を直接あおり、テーブルの端に戻した。彼が身を起こすと、後ろに控えて J 
いた見習いのラルフがすかさず傍に寄り、ルーベンの両肩に戦闘マントを掛けた。ラルフ 
に首元を留められ、ルーベンはマントを波打たせてテントの外へと歩き出した。入口の両 
側に立っていた衛兵が鋼鉄の靴を踏みならし、足元で草がガサガサと音を立てた。二人が 
向かっているのはルーベンのねぐらより大きなテントで、そこは同盟軍の参謀会議室とし 
て使われていた。ルーベンが天を仰ぐと、星々の光は弱まり空気も変化していて、残され 
た時間はわずかであることを思わせた。夜明けまで二、三時間を残すばかりとなった。 













彼は最期の数時間を平常心で過ごすことに決め、テントをくぐると自分専用の‘グランド 
チェア’に身を沈め、ブーツを履いた足を会議テーブルに載せた。やがて他のリーダーた 
ちが側近と護衛を従えてやって来た。最初に顔を見せたのはルーベンの遠縁に当たるディ 
ラン•フェロル公。彼は人間の王国リヴェロンのリーダ'一だった。続いてエルフのリ'ーダ 
一 、 ジェムソ'ーンとドワ'ー フの])' ーダ'一 、 ウルフ•ペアが入ってきた。ドワ'ーフ同士が気 
が合うことは滅多にないものだが、この二人はいつも一緒で、親友であることは言うまで 
もなく、堅い絆で結ばれていた。続いて、リザードのグロンザとインプのザッククスが姿 
を見せた。最後にオークのゴダールが到着し、いつものように堂々とした足取りで入って 
きた。彼は羽根のついた色鮮やかな戦闘マントをまとっていた。ーリーダーたちは一人、 
また一人と席につき、腰を落ち着けるとルーベン.フエロルを見つめた。 


ルーベンは自分に視線が集まっているのを感じながら、一体自分は何者で、なぜこんなと 
ころにいるのだろうと考えていた。彼は残忍な<混沌の王>に抵抗する、リヴェロンの魔 
法使いの一人だった。ここに集まった七人は単一の種族ではなく、いろいろな種族のリー 
ダーたちの混成軍だった。彼らは参謀会議に席を与えられ、同盟軍のメンバーとして平等 
の敬意と権利が与えられていた。だが、ルーベンは軍事的な問題では常に高等アドバイザ 
一として、同盟軍より上に見られた。彼は人間であり、抜群の力と技を兼ね備えたウォー 
メイジであった。人間は戦略•思考•計画といった能力では、他の生物より優れていると 
考えられていた。く地獄の亡者〉を作ったのが同胞である人間だと知っても、彼の慰めに 
はならなかった。人間と 
いう種族はたやすく堕落 
し、ほぼどんなことでも 
するという噂を聞いてい 
たからだ。——今、彼は 
ここに顔を揃えた面々の 
前に立って、注目を浴び 
ている。ルーベンの背筋 
を悪寒が走った。だが、 

それも初めての経験では 
なく、彼は冷笑を浮かべ 
てじっと耐えた。 




















ルーベンは感動的なスピーチをぶつけて面々の気分を高揚させ、戦闘への気合いを入れよ 
うと考えていたが、集まった人々を前にすると、その考えは明け方の霧のようにどこかに 
消えてしまった。この半年というもの、戦争に巻き込まれて誰もが疲れ果てており、それ 
は彼とて同じことだった。彼らの心にあったロマンチックなヒロイズムなど、残忍な戦闘 
がとうに焼き尽くしてしまったのだ。——オークのゴダールはかつてはおかしな歌で人々 
を笑わせたものだが（ルーベンは甘ったるくて自分の趣味ではないと思ったものだった）、 
心に暗雲たれこめたような陰鬱な顔つきでそこに座っている。彼は考えていた…この前の 
戦争では警鐘となった<地獄の亡者>の残虐行為が、今回は来るのが遅すぎた。それに、 
ひょっとすると敵の悪魔たちを少々甘く見過ぎたのかもしれない。彼らのか細い軍勢に対 
して、闇の軍団の兵士は今や数千を数え、何百もの悪魔たちの支援も受けている。戦いの 
代償はあまりにも大きく、むごいものだった。——<地獄の亡者>が思う存分この地を破 
壊してきた半年の間、参謀の誰一人として身内の悲劇を免れた者はいない。リーダーたち 
に偽りの希望を抱かせるのは愚かなことだろう。そこでルーベンはいつもと変わらない口 
調で、疲れと、それに早く終わりたい気持ちからやや声を尖らせながら、語り始めた。 

「盟友の諸君。」ルーベンは軽くため息をっいた。「歴史を紐解いてみたが、我々を有利に 
するようなものは何も見つからなかった。敵には致命的欠点は何一つないよう だ。」 彼は 
テーブルに両手をつき、一同はしばらくの間、黙っていた。「今度の敵はこれまでになく 
強靭で太刀打ちできない。我らの戦いは無駄に終わり、敵には勝てない だろう。」 

「馬鹿な！ずいぶんとむごいことを言うじやないか、フエロル。」ドワーフのリーダーが悪態 
をついた。ウルフ•ペアの目は同胞が戦う戦争への思いに燃えていた。彼らもテーブルに 
片手をついた。「あんたの言いぐさでは、まるで俺たちはもう終わったみたいじやないか 。 j 
彼は一同に顔を向けた。「みんなで兵を出し合えば、<地獄の亡者>より数の上で少なく 
とも六千は上回れるだろう!」 

「そして、真っ向から戦えば、敵一人に対して味方を三人失う。」ルーベンはむっとして答 
えた0 

「つまり、我らは本当に終わったということか?」ゴダールが悲しげに言うと、一同はしば 
らく目を伏せた。 

ゴダールに続いて、遠慮のない別の声がきっぱりと言った。「く混沌の王>が<地獄の亡 
者>を率いているだけならまだチャンスもあろうが、今や彼らには第一級の魔法使い、ユ 
ルスリングがついている。奴は<混沌の王>が特別に作ってくれた悪の剣を持っている… 
…つまり、あの胸くそ悪い < 混沌の王 > と対等の力をもつのだ!」 










「それも結構だが、奴に我らの朝を台無しにさせることもあるまい。」ルーベンは言い争い 
を打ち切ると、一同を見回し、瞳をいたずらっぽく光らせた。みなはもう一度振り向いて 
呆然とルーベンの顔を見つめた。 


「あんたにや、何が策があるんだろう？」ジェムソーンが沈黙を破り、ルーベンの顔に広が 
る笑顔に合わせるように自分も笑みを向けて尋ねた。軽くやわらかな彼の声は、今にも笑 
い出しそうだった。 

「いや、ないんだ。 J かすかに微笑を浮かべ、ウォーメイジは言った。「説明させてくれ。」 
彼は少し歩き、寛大な眼差しで種族のリーダーたちを見た。「三日前の晩、私は夢を見た 
……まるで神々が私に話しかけているようだった。それは天の賜物だ。どれほど価値ある 
かは十分知っているつもりだ。」 

一同の目が再びルーベンに集まり、彼は視線を避けるようにテントの端から端へと歩いて、 
またテーブルに戻ってきた。椅子に腰掛け、両手で頰杖をつき、両の親指を下に添え、そ 
の他の指は鼻の下で合わせた。ちょっとした間を置いて、ルーベンは椅子の背にもたれ、 
再び話し始めた。 


「私は大勢の<地獄の亡者>が我々の軍勢から逃げ出していくところを見た……奴らが 
我々の祖先を狩り漁ったときのように、彼らを追いかけていた。」夢に見た光景がはっきり 
してくるにつれてルーベンの鼓動は高まり、目は曇った。「夢の中で<混沌の王>とュルス 
リングは敗北し、地獄の軍勢の間を混乱が野火のように広がっていった……私は勝利が達 
成されるまで、そしてその代償をこの目で見たのだ。」 

リーダーたちはしばらく座ったままで、呆然とする者もあれば、ただ信じられないという 
顔つきの者もいた——だが、ルーベンは尚も話し続け、一同は彼の差し迫った、ほとんど 
予言者のような口調に釘付けになった。 

「私は天の声を聞いた。それは一種の天使の声だったのかもしれなレ^—<地獄の亡者> と 
の未来の戦いを告げる予言が歌われたのだ……」そこでルーベンは澄んだ瞳で一同に焦点,3 
を合わせると、最後にこう言った。「心の中でいま私は不安を感じているが、夢の中では 
恐れは感じなかった——だから今日この日、我々は勝利するに違いない。」ルーベンは立ち 
上がり、テーブルを叩きつけて、雷のような音をさせた。「なぜなら、もし我々が負ける 
ならば、奴隸となった数少ない子孫たちがどうして<混沌の王>と三度目の戦いをするこ 
とができよう？」 















—同の目はルーベンから離れず、やがて太陽が昇ったとき、誰もがするべきことを理角军し 
ていた——そして、同盟軍は鎧と同じくらい重い気持ちを胸に、テントを出発して自らの 
運命に立ち向かう準備を始めた。 



太陽が空を上りはじめると両軍は最終対決のためにそれぞれの位置につき、日がゆつく 


りと上っていく三時間の間、ついに戦闘の準備が完了し……今にも戦いの火ぶたが切つ 


て落とされようとしていた。<地獄の亡者>は悪の同盟軍の前に整列し、敵に次々に呪 


文を浴びせるべく身構えていた。戦闘が肉弾戦に入れば、彼らは直ちに悪魔の歩兵の後 


ろに下がるのだ。天球の白いちらちらした光が剣や盾、鎧、そして兵士の間をかすめて 


反射し、まるでこれからやって来る殺戮への道のりを照らしているようだった。ュルス 


リングは<混沌の王>の脇におり、両者の仁王立ちは同盟軍の軍勢に脅威を与えた。ュ 


ルスリングは血で真っ赤に汚れた鎧で全身を包んでいた。彼の手には<混沌の王>が彼 


に贈った《偽りの剣》が握られていた……合図を待つ狂人の目は、きらりと輝いていた。 


隣には < 混沌の王 > の真っ黒な姿があった。彼は身長が4 メートル近くもあり、まるで影 


でできているようで……スキンへッドの裸男のような姿をしていた。武装はしていない 


ものの、戦場の反対側から見ても恐ろしいほどの上背だった。 
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この暴虐な恐怖の軍団を前に、対する七種族同盟軍は前進の命令を辛抱強く待っていた。 
鎧は光り輝き、武器の用意も万全だった。彼らに残された道は、勝つか討ち死にするかの 
二つに一つだった。助命を求めることも与えることも許されなかった。人間、オーク、ド 
ワーフ の一団は中央で重い歩兵連隊を組んでいた。インプ、 エルフ、 リザードの一団は両 
側で迅速で軽レヽ歩兵連隊を組んでいた。ウォーメイジは分隊のところどころに散らばり、 
戦闘呪文で仲間を支援するべく身構えていた。全種族のアーチャーたちは歩兵連隊の後列 
に並び、後方から敵に弓矢の雨を降らせるのを待っていた。そして、これも全種族から成 
る同盟軍の騎兵隊が歩兵連隊の前に並んで旗印を立てていた。馬は蹄を踏み鳴らし、鼻も 
鳴らして、待ちきれない様子だった。 

ルーベン. フヱロルと他の同盟軍の リーダー たちは主戦力の脇に少し離れて馬に乗り、そ 
れぞれにきちんとくさび形に整列した二百の優秀な騎兵小隊を従えていた。彼らの耳に、 
戦いから逃げ出せ、手遅れにならないうちに立ち去ったほうがよいぞ、と急かす<混沌の 
王>のあざけるような声が届いた……全員、皆殺しにしてやる、と。だが、馬に跨る者た 
ちは新兵ではなく十分に訓練された戦士であり、闇の声には動かされなかった——馬の耳 
はそわそわと震えていたが、兵士たちは馬を鎮めさせ、低音でうなるような調子のシュプ 
レヒ コールを 始めた——すぐ後ろに控える分団の兵士たちにすら聞こえないほどの声で、 
全員が調子を合わせて。 


ルーベンの若き側近ラルフが前進の命を出すと、トラ ンぺッ ト奏者は高くはっきりした、 
むせび泣くような音色を空中に吹き上げ、その命を伝えた。同盟軍の騎兵隊は隊列を崩し 
て闇の軍団に切り込んでいった——その後ろを歩兵連隊がすばやく行進していった。彼ら 



が盾を振り上げると、投げつけられて来るどんなに長い魔法もかわすことができた。呪文 
が飛んでいる間、<地獄の亡者>は疾駆する騎兵に魔法の狙いを定めることが非常に困難 
になったが、それでも騎兵隊の突撃を破るには十分な魔法がかけられ、三分の一の騎手が 
魔法使いに近づくことすらできずに倒れていった。 
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同盟軍の歩兵連隊が隊列を開いて < 地獄の亡者 > が新たに死の呪文をかける隙を与えぬほ 
どすばやく騎兵隊を後ろに下がらせると、魔法使いたちもまた悪の軍団の両側の分団の背 
後にするりと加わった。<混沌の王〉は待ちきれないように大声を出し、悪の兵士たちは 
雄叫びを上げながら同盟軍に向かって突進した。両軍が激突し、猛然と肉弾戦を繰り広げ 
るなか、ウォーメイジと<地獄の亡者>は次々に呪文の掛け合いをし、また両軍の頭上に 
は弓矢が一斉に放たれて互いに敵の身体に血を流し、絶命させた。両軍とも多くの犠牲者 
を出した。戦場は血塗られ、汚れた者たちの霊液と合わさった。だが、同盟軍が麦のよう 
に刈られていく一方で、<地獄の亡者>の被害は少なく、戦況は明らかだった。 

中心で戦っていた ドワーフ、 オーク、そして人間の兵士たちは、 ユル スリングと<混沌の 
王>の猛攻に終始押され気味で、ゆっくりと倒れていき、山のような死者を出した。二人 
は戦いを有利に進め、やがて同盟軍のラッパが絶望的な音を吹き下ろすと、重い歩兵連隊 
は後ろを向いて一目散に逃げ出した。 ユル スリングは、すでに勝ったも同然の気分で<混 
沌の王〉に続いて突撃し、猫がネズミを追うように逃げまどう兵士たちを追いかけた。こ 
の瞬間、この時まで勝負をかけて注意深く時機を見計らっていた同盟軍の手の者たちはに 
んまりした笑みと共に作戦に乗り出した——彼らは多くのものを失っていたが、両側の優 
秀な戦士がとつぜん二人の背後に近づき、後ろに続く悪の軍団や魔法使いから遮断すると、 
希望の光が差した。 

逃げまどっていた兵士たちは殺戮に混乱していたのではなく、注意深く編成された、きち 
んとした退却の形をとっているのが次第に見えてきた。それは彼らが隊列を開き、その向 
こうから馬に乗った同盟軍のリーダーたちが雷のごとく登場し、続いて正義を抱いた二百 
のくさび形隊形がものすごい勢いで<地獄の亡者>のリーダーたちに向かって突進したと 
き、より明らかになった。だが、<混沌の王>は面白がって高笑いをしただけだった。彼 
はその汚 V 、胸のうちで、これが彼や味方の魔法使!/ヽたちにとっては取るに足らないものだ 
と知っていた。そのまま同盟軍たちが来ても、その真っ黒な足の前で粉々に碎け散るだけ 
なのだ。そこで、悪魔たちは<混沌の王> との間に細い道を開き、次の瞬間にはすべてが 
終わろうとしていた。<混沌の王>の目はぎらりと光った……。 









その一瞬を逃さず、ルーベンの見習いであるラルフはそれまで自分にかけていた透明の魔 
法を解いて姿を現し、ロングボウでユルスリングに狙いを定めた。弓から矢が放たれ、時 
がほんの一瞬に凝縮したように思えた後で、矢はユルスリングの左目を射抜き、その勢い 
は止まらず、眼球を裂いてまっすぐに鉄兜の裏側まで突き抜けた……血しぶきが赤い川と 
なって流れた。く混沌の王>は咄嗟のことに何もできず、彼には似合わないうめき声を出 
した。今や同盟軍のリーダーたちは彼の目前まで来ていた。背後では同盟軍の分団と戦っ 
ていた悪の軍団を二百の騎兵隊が襲っていた。ゴダールとウルフ.ペアが<混沌の王>の 
黒い身体に槍を投げると、彼は情けないうなり声を出して、強靭な両手を突き出し、ボキ 
ボキと廃木のように槍を次々に折り……それが済むと、今度はその両手をゴダールとウル 
フ • ペアに伸ばして首を締め上げ、サクランポをもぎ取るように馬から引きずり降ろし… 
…骨の砕ける胸の悪くなるような音がして、彼らは床に叩きつけられ……息絶えた。 


エルフのジヱムソーンが<混沌の王>の頭蓋骨めがけて斧を投げつけると、ぎしぎしと骨 
のきしる音がしたが、敵の黒い身体を痛めつけることはできなかったらしく、ジェムソー 
ンの腕は関節から血しぶきをあげてもぎ取られた。殺戮の場面はいよいよ本格的になり、 
ザッククスは脳天にく混沌の王〉の黒い指を短剣のように打ち込まれ……二、三歩後ろに 
よろめいたかと思うと、地面に倒れた。ディラン•フェロル公は馬から飛び降りて<混沌 
の王>に戦いを挑んだが、両腕を捕まれ、頭突きをくらってやはり地面になぎ倒された。 
……<混沌の王>はディランの背骨を折り、転がして、井戸を踏み抜くように胸の辺りを 
踏みつぶした。ディランは血まみれになって息絶えた。 


リザードのグロンザはこれを見るや、デイランの元に駆けつけようとしたが、<混沌の 
王>が振り返りざまに激しいキックを浴びせ、ひどく痛めつけられた。彼女は両手で腹を 
押さえ、流れ出す血と体液を止めようとしながら、ジェムソーンの血の気のなくなった亡 
骸の隣に倒れた。<混沌の王>に満足のいく痛みをひとつも負わせられないまま、同盟軍 
のリーダーたちは息絶えようとしていた。 


ルーベン•フェロルはこの様子を見て悲しげに首を振り、歯を食いしばって、<混沌の王> 
がジェムソーンの斧を頭から引き抜き、再び防御の構えをするのを見ていた。彼はく混沌の 
王 > に向かって馬を走らせると、最後の瞬間に守りの姿勢をゆるめて飛び降り、く混沌の王> 
の面前に躍り出た。ルーベンが歩み出すと、く混沌の王〉は笑い出した。それはくぐもった、 
あざけるような笑い声だった。ルーベンは<混沌の王>の前に立ち、傲然と敵を見上げ 
た。く混沌の王 > は見返す手間もかけず、指を伸ばしてフェロルの胸にその黒い手をぐさりと 
刺し、空中に跳ね上げられたルーベンは、歯を食いしばり、身体が震えるのを感じながら、意 
識はゆっくりと遠のいていった……血しぶきは地面に赤い水たまりを作り、ルーベンが<混 
沌の王〉に与えることができたのは、にんまりとした笑みだけで……そして、彼は息絶えた。 
















ところが、<混沌の王>が手を引っ込め、ルーベンの身体が地面に落ちて流れていた血 
が混ざり合うと、とつぜん大きな白い光の玉が現れて<混沌の王>の両目を焦がし、主 
人を守らずに逃げ出した悪魔たちを跡形もなく消した。 <混沌の王>の黒い身体は引き 
裂かれて空中に投げ出され、この魔法の爆発によって激しく投げ出された。同盟軍のリ 
ーダー達が一致団結してかけた呪文が、このむごたらしい戦争に一条の光となって差し 
込んだ。<混沌の王>は空中に放り出され、七人の命を代償に作られた魔法が今<混沌 
の王>の身体を四方にねじ上げ、彼は激痛の責め苦に叫び声を上げながら、黒い雲と灰 
の雨に取り巻かれて地獄に返された。雷鳴と共に彼の姿は見えなくなった。 

少し離れた場所で、戦いに疲れ、けがを負ったラルフはユルスリングを見下ろしていた。 
魔法使いはまだ息があった。ラルフには g 分の目が信じられなかった。彼は手を伸ばして 
手近にあった武器を掴んだ——《偽りの剣》だった。ユルスリングは叫び声をあげて身も 
だえしたが、ラルフは剣先を彼の喉元に突き刺した。ユルスリングの叫び声はやがてゴボ 
ゴボという音に変わり、首から真っ赤な小川が流れ出して地面を叩きつけた。ユルスリン 
グの怪我をしていなかった方の目も永遠に閉じられた。ラルフがユルスリングの喉から剣 
を引き抜いて構えると、その刃は血でてかてかと光り、二人のリーダーを失った悪の軍団 
は取り乱しながら逃げ出した。七種族同盟軍の手の者たちは軍団を取り囲み、やすやすと 
なぎ倒していった。ほどなくしてこの戦場にうごめくものは死体をついばむ群れだけにな 
った。旗印は安穏とはためき、屍は切り裂かれて血を流し……しばらくは不吉な静けさが 
漂っていた。同盟軍の陣営は歓喜に沸き、生き残った者たちは持てるだけの武器を掴んで、 
悪魔や魔法使し、のただ一匹でも生きて戦場に残さない、見知らぬ者のところへは逃がさな 
いぞと決意した。ルーベン•フエロルのテントの布端を風が戯れにパタパタと鳴らし、彼 
の木製のテーブルに置かれた羊皮紙の端が揺れた……それは命運尽きた者の遺言ではな 
く、予言の警告だった……夢の言葉だ——ルーベンが自らの命を犠牲にして多くの者を救 
う三日前に見た夢の言葉…… 

真のデイ ヴアインになるには三つの要素が要求される 
—— ‘勇気’ ‘ 祝福’そして ‘ 犠牲’だ。 

デイ ヴアインは身を守ってくれる護衛を得るだろう。 

デイ ヴアインは < 地獄の亡者 >の道を歩いていくだろう。 

デイ ヴァインはく死の国 > から送られる幻想を見るだろう。 


デイ ヴアインは世界を救うか、あるいは破壊する力をもつだろう。 












_ 


第 2 章 


二し 人の死に伴い、見習いだったラルフはルーベンが担っていた役割をいくつか押しつ 
—— ^ けられることとなったが、それぞれ落とし穴も問題点もはらんでいた。今や彼は同 
盟軍の最高ウォーメイジとなり、リヴヱロンの魔法使い代表に選ばれている。にもかかわ 
らず彼は正気を失いはじめているのだ。先のく地獄の亡者〉との戦いで、彼は自分にあて 
がわれた役目を立派に果たした。忌々しレヽ魔法使レ、ユルスリングの片目をイチイの弓で射 
抜き、その汚れた命を持ち主の剣で絶えさせたのは、他でもないラルフだった。結局はそ 
れが仇となり、彼の破滅を呼んだ。心の声が意気揚々と彼に呼びかけるとき、何か支配的 
な力をもつ強力な精神力に強く、ほとんど根底から揺るがされるような感じがする。ラル 
フは確かに生まれつきこの国一番のウォーメイジとなる才覚を持ち、それは誰もが認める 
ところだった。精神的に豊かであり、かつ身体的にも視覚と手の筋肉が見事な連携プレー 
を見せるという、ウォーメイジに必要な資質を。ところが、剣は暗く物悲しい声で囁きか 
ける。ラルフは身体のなかで精神が必死で抵抗するのを感じた。声は囁く。奴らを探り、 
叩きつぶせ。風雪に朽ちた古い城壁から落ちる石のようにしてやるのだ……。 


ラルフは悪の軍団が衝動的に仕掛けた愚かな襲撃に仕返しをした為に敵の燃えたぎる復讐 
心を一身に集めていた。主人が自分の身を挺して皆を守るのを目にしたときは、咄嗟に胸 
の奥底に火が点り、魔法使いの喉元深く剣を突き刺していた——両の目に憎しみをたぎら 
せて。そして自分のしたことから我に返ったとき、その醜い姿をした剣が忍び寄り、彼を 
手中に収めようとしたため、勝利の喜びは一転して暗澹たる恐怖へと変わった。その瞬間 
からずっと、ラルフはこの闇の力によって事実上二つに引き裂かれていた。あの悲惨な戦 
争に生き残った、皆から一目置かれる青年将校であると同時に、魂から抜けだし、彼の身 
体を乗っ取り、完璧に我が物にしようとする闇の実体でもあるのだ。その剣と言葉を交わ 
していると、もう一つ別の存在が感じられ、それは次第に力と強さを増していった。その 
実体ははじめに狡猜な取引を提案してきた。互いを融合させて一つの身体になろう、どん 
なものも意のままに操れる強大なパワーが生まれるだろう、と。ラルフが提案を断ると剣 
の魂はひどく腹を立て、今は彼の息の根を止めることに心血を注いでいる。悪魔たちとそ 
んな取引などできるわけがなかった。お前の魂を奴隸にし、お前の身体を自分たちの残酷 
な目的のために使うだけだと自分に言い関かせた。衝動的な思いも呪文も剣の力を抑える 
ことはできなかった——その力が十分でなければ直ちに倒され、《偽りの剣》の中にある 
力が、操縦可能な人間の姿となって再び解き放たれることはわかっていた。そんな機会を 
与えてやるわけにはいかず、ラルフは剣から目を離さずにどこに行くにも携帯した。 










ラルフは憔悴して落ちくぼんだ眼をかろうじて開き、額をこすった。これでもう三日も眠 
っていない。彼はく混沌の王〉の分身とずっと戦い続け、気が狂いそうになっていた。傍 
にいる者たちはラルフの変化に気づき、何か悪いこと起こりつつあることはわかっていた 
が、リバータウンは軍の勝利に沸いているので、公には何も言わないままだった。ラルフ 
は非情のウォーメイジであり、また目の前で主人の最後を見届けた目撃者でもあった。こ 
の件は彼の精神に長く後遺症を残すだろうと誰もが思っていた。彼が陰鬱で無口な状態に 
なりがちなのも仕方がないことに思われたが、また睡眠も食事も満足に取っていないこと 
に召使いたちは気づいていた。食事が運ばれる度に、彼が口をつける量はどんどん少なく 
なっていった。顔色は悪くなり、目に見えて痩せてきた。まるで生ける骸骨のようだと召 
使いたちは思い、リヴエロンの人間王国で新しく冠を戴いた統治者、モレック•フエロル 
公に、ラルフの様子を見に来てほしいと嘆願書を書いた。公爵はこの願いを軽く考え、一 
日訪問の時間が割けるときにしたため対応が遅れ、そのことを生涯悔やむことになる。 

ストームフィスト城でモレックがラルフの部屋に入ると、僚友が床の上に足を組んで座っ 
ているのが目に入った。一昼夜もその姿勢のままでいたらしい。ラルフは手に鞘から抜い 
た剣を握り、その態度には恐怖を感じるところは何もなかったが、公爵は剣に嫌われ、罵 
倒されているような気がした。世にいう《偽りの剣》は主人である悪魔を殺したが、ラル 
フが倒す前にユルスリングの手にあったときも邪悪なことをしていた。モレックは幼少の 
頃からラルフとは友人で、一緒に魔法の練習をしたものだった。だが、目の前の男がゆっ 
くりと顔を向けたとき、公爵の背筋に冷たいものが走った。前にいるのは痩せて、顔色も 
悪く、目に狂気をたたえた、若くしてすでに老いてしまったような青年だった。その瞳の 
奥で何かが理解しようと闘っていたが、その前に狂気を帯びた強烈な目つきが立ちふさが 
っていた。まるで狂犬の目のようだった。 

公爵は声を落として、リヴエロンの七種族のリーダーとして、もう一人のリーダーに話し 
かけるように恭しく、座っているラルフに話しかけた。返事はなく、彼は半ば怒りから、 
少しいらいらして、幼少時代に互いを呼び合ったあだ名、‘へぼ戦士’と呼んでみた。こ 
れは効き目があったらしく、ラルフは口元に弱々しい微笑みを浮かべた。 









「あまり時間がないのだ。」ラルフは苦痛と苦闘にしわがれた声で言った。「<混沌の王>、 

あいつは . 」彼はコホンと咳をした。「完全に追い払えたわけではなかった。奴は魂の 

一部をこの……」彼の目はそこに持っている暗い剣に移った。「あいつはユルスリングの 
剣に自分の魂の一部を埋め込み、そしてその剣が今……私の身体を乗っ取ろうとしている。 
もし成功すれば、<混沌の王>が再びこの地を闊歩することになる。」彼は旧友を見て、 
深いため息をつき、「父上が二度と行ってはいけないとおっしゃった秘密の場所バックト 
ウースに連れて行ってくれ……私の命があるうちに……あまり長くは持ちこたえられそう 
にないのだ。」と言って苦痛に顎を握りしめた。 

モレックは驚いて目を見開いたが、ラルフの声ににじむ苦悩に急かされるようにすばやく 
うなずいた。召使いを呼ぶ手間はかけなかった。ラルフの傍に寄ると、悲しげに肩を貸し 
た。そして部屋を見回し、友人の肩を担ぎながら廊下に出た。戸惑い顔の二、三の召使い 
と護衛だけを連れ、二人は急いで冷たい城壁を抜けた。小さならせん階段に入り、松明の 
明かりを頼りに闇の中を下りていく。ラルフのよれよれの腕に抱かれた《偽りの剣》が敷 
石に当たってカチカチと音を立て、火花を散らした。城の地下牢の最も深い所に着くと階 
段は終わり、その先はうだるような暑い夏の間に酒や肉を冷やしておく丸い貯蔵庫に通じ 
ていた。もちろん今は空だった。公爵は供の者たちが見ているのも構わずに歩みだし、冷 
たい壁に手を当てた。モレックの指先はあまりにもよく知っているレンガのかすかな丸み 
をなぞった。 

壁はぎしぎしと石のきしる音をさせながらゆっくりと開き、道を開ける仕組みで埃が舞い、 
内部の気圧が変わったため一陣の風が吹きすぎた。一行が進むにつれて古い篝火が点り、 
多くの財宝を照らした。この秘密の道を通る者たちの顔を金色の点滅する光が映し出した。 
箸火ははるか昔にかけられた古代の呪文か魔術のせいで燃えているのだった。召使いも護 
衛も、財宝は守られていることを知っていたし、また国や統治者に忠誠を誓ってもいたの 
で、手を触れなかった。一行は複雑な地下構造の中心部までやって来た。そこには幼い頃、 
ラルフとモレックが叱られると隠れに来た部屋があった。二人は幼い日、興味をそそられ 
て眺めたその顔を見た。それは前の魔法のドアに映っている、恐ろしい、まるで生きてい 
るような顔だった。部屋全体が設計者のぞっとするような考えに忠実に作られていた。ま 
るで締め上げられ、苦痛にうめくクリーチヤーがその壁の中に埋め込まれているかのよう 
だった。モレックは一種魅了するような嫌悪に胸を悪くしながらこの場所を見た。そこに 
は希望が残されていた。ドアは古代に作られたもので、魔法の部屋へと続いていた。トロ 
ルか、あるいはもっと手強いもの攻撃に耐えるために作られた部屋だった。ひとたび閉じ 
こめれば、逃げ場はないという。 
















そこに入った者は餓死してしまうだろう、と怒りと痛みに満ちた目で父は言った。今その 
目はモレックの目となり、彼はラルフの身体を降ろすと、弱々しく部屋へと進んでいった。 
口は今も、あの頃そうだったように誘うように開いている。モレックは憎々しく光る剣の 
先から下がるよう友に身振りで示した。剣は時とともに見かけも力も大きくなっているよ 
うに見える。 


ドアの顔は非難するような目で一同を見つめ、壁の脇から支柱が伸びてドアを支えるアー 
チになった。顔の左右の辺りを覆うように、気味の悪い白い屋根ができた。一つの支柱が 
天井を突き抜けると、次の2本が弧を描いて眉毛のようになった。一方は怒りの傷によっ 
て二つに分かれ、額から鼻の付け根まで続いていた。全体がまるで生きて呼吸をしている 
ように見え、アーチの後壁には赤いはらわたが詰まり、あんぐりと口を開けて後ろの部屋 
に続いているのが見えた。まるで<混沌の王>の喉を歩いているようだった。 

モレックの父デイラン.フエロル公はその部屋の付近一帯のカタコンべで息子たちが遊ん 


でいるのを見つけると、音が出るほどひどく二人を打ったものだった。二人の少年はよく 


その前に立って、夢中になってその顔と口を見ていた。父はすぐに優しい顔に戻ったが、 


二人の行いには厳しく、ここは遊び場ではないと注意した。この部屋のドアは一度閉まつ 


たら自動的に鍵がかかって壁が閉じ、叫んでも外には聞こえなくなる。ドアはとても頑丈 


で、どんなことをしても壊すことはできないのだ、と。 
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「さよなら、‘へぼ戦士’。 J ラルフは目を涙と痛みで一杯にして言った。「剣に棲む野獣は 
ほとんど私の身体を占領してしまった。あいつの精神が私の心をあの剣に引っ張っていこ 
うとしている。」彼の目は光りはじめた。「君はきっと …… きっと …… 何をすべきかわかる 
だろう。」その瞬間、彼は息絶えたが、身体は死んでおらず、頭が胸の上に折り重なった。 

モレックが動ける前に、ラルフの頭は再び顔を起こし、混沌とした調子で沼がぶくぶくと 
音を立てるような声がした。 

「私は …… _由だ!」その声がした途端、公爵は友人の目が再び開くのを見た。その目は 今 
や生命を宿しておらず、星々の間に広がる黒い宇宙のような輝きをしていたので、彼の 心 
臓は凍りついた。モレックはその声を知っていた。聞き覚えのある声と目の前で起きたこ 
との恐怖から、彼はすばやく行動した。その邪悪なガラガラした声の調子は、あの闘いが 
終わって一週間は聴かなかったものだ。彼はある言葉を口にした。幼い頃に父親から託さ 
れた一つの言葉を。口が邪悪なひび割れと共に閉じられ、人間のものではない狂気の叫び 
声が発せられて、モレックは目を閉じた。く混沌の王>の剣は凶暴な叫びを上げ、部屋の 
内側の壁に身体をたたきつけたがどうにもならなかった。 

その部屋から発せられた恐ろしいうめき声に城は揺れ、調度品はガタガタいって、天井か 
ら埃が舞い落ちた。 

モレックは残忍な笑いを浮かべ、怒りに震えて歩いていった。「悪魔め、好きなだけ叫び 
声をあげるがいい。その身体では長くは生きられまい。霞を喰って生きることはできない 
のだからな。」彼はあざけりと哀しみの入り交じった笑い声をあげた。「そしてその後は、 
その呪われた剣のなかで好きなだけ暮らすがいい！星々が消滅し、大地が粉々に散るその 
ときまで!」 

モレックは自分の世界に没頭してドアを離れると、空気に向かって最後の言葉を投げた。 

「さらば……」彼は振り返ってドアを見た。「へぼ戦士よ。自分だけの力で世界を救う者は 
君だと、君が逝ってしまう前に知っていたかったよ。さらば古きよき友よ、我らは言葉で 
は語れないほど君に感謝しているぞ。」モレックの頰を一筋の涙が伝い、彼は汚れた指で 
それを拭った。そしてそれを最後に、彼は召使いと護衛を従え、歪んだ人間の身体に幽閉 
された神の力を永久に閉じこめたその部屋を後にした。 













第 3 章 


く地獄の亡者>軍で最後まで生き残った、ブラックサークルの最高記録保管官ゼンファ • 
ブルートスボンの手記より。 

子どもたちよ、私は死に逝く。<混沌の王>により与えられた祝福がついに終わりを迎え 
るのだ。あの汚らわしい 七 種族同盟軍との戦争で生き残った同志たちは皆すでに果て、私 
の最期も近い。だが、そのことで心乱されることはない。先の戦争で我らは主人の役に立 
てず、邪悪な汚い魔法で追放させられるがままにさせてしまった。あの恥ずべき日から六 
百年、私は我が人生を全うした。それはすなわち、我らが闇の主人の慈愛に満ちた栄光が 
永遠であることを証明している——たとえ彼が今は地獄の住人であったとしても。 


_ 


私がこれまで生きながらえたのは、私が単なる悪魔の子孫ではなく、主人が今もなお私を 
必要としているという事実のためだと思う。あるいは、そうだと信じたい。我が人生が最 
終幕を下ろすように終わりに近づくのに際し、おまえたちに話をするべきだと強く感じて 
いる。私は<地獄の亡者>の最後の人間だ。その憎むべき名前を我らに与えたのは同盟軍 
だが、私はそう呼ばれることに誇りを持っている。しかしおまえたちときたら……陰でこ 
そこそ言い、つまらぬ言い争いをし、愚かしい贅沢な着物をまとったただの犬コロの集ま 
りではないか！新世代というのか、おまえたちは自称< ブラックリング> というそうだな。 
たいそうな儀式を重ねて自分たちの功績を称えてきたつもりかもしれない。だが、おまえ 
たちの誰一人として、悪魔の軍団と肩を並べて、戦闘準備を整え、凶暴な狼のように吠え、 
信奉する女神デューナの名を唱えるドワーフたちの方陣と対決したときに私が感じたよう 



な、真の栄光を知る者はあるまい。おまえたちの誰一人として、血まみれの戦いで敵に戦 
闘呪文をかけ、熱く燃える炎を操って、我らが主人に残忍な犠牲を強いた罪人たちに烙印 
を押した者はあるまい。 


J 










私はすべてを見、 すべてを行い、 そしておまえたち愚かな若者よりずっと多くの栄誉を手 
にして来た！我らの活躍の絶頂期には、ただ一つの純粋な目的、っまり、こうるさい人間 
どもが我らの絶対秩序に仕掛けた誤った行為に対して復讐するという理由のために生きて 
いた。 奴らは我らの最高魔法使いを殺し、故郷ストームフイスト城から我らを家畜のごと 
く追い払った。奴らはわれらの消息を追おうとはせず、何も調べなかった。故に存続と復 
警の名において、我らは地獄の軍団と過酷な条約を結んだ。以来、七種族同盟軍は我らを 
ぬけぬけと < 地獄の亡者 > と呼ぶようになった1手を組んでいるのは悪魔だけだが、 奴ら 
も同じく愚かしく、壊滅されるべき輩だ。 だが、 リヴエロンで生半可の知識を垂れ流す人 
間もどきどもより私が忌々しく思っているのが誰だかわかるか? そうだ、 おまえたちだ、 
おまえたちはおとなしく山中に引っ込み、遊び半分に憎悪の下級魔法を稽古しては、ぉ粗 
末な嵐を起こして満足している ……なんて様だ……おまえた ち若者は生きる とはどういう 
ことかわかっ ておらん! 

おまえたちの情熱は、精神はどこにある？我らく地獄の亡者〉がその名を馳せた無情なま 
での憎悪は一体どこにいった！おまえたちは敵を殺す方法を知らん。群がってベそをかき 
ながら生きるおまえたちの人生では、我らがかつて喜びを覚えたような殺戮に手を染める 
機会はほんのわずかしかない！そのわずかな殺戮とは何だったか。ごたいそうなブラック 
リングの身内同志で争ったつまらぬ口げんかの結果ではないか。どうせそのようなところ 
であろう！今から私が書くことを肝に銘じるがいい。リヴエロンの哀れな奴らを陥れ、叩 
きのめし、殺してやるのは、おまえたちの義務であり、目的であり、権利なのだ。リヴエ 
ロンの七種族同盟を苦しめてやるがいい、かつての我らへの仕打ちに仕返ししてやるのだ。 
おまえたちの心意気を見せつけ、のうのうと生きている胸を引き裂いてやるのだ！だが、 
おまえたち、私の話をよく頭に留めておけ。よく聞いて、生涯忘れずにいるのだ。これか 
ら話すことを無視してはならん……魔法使いと戯れるだけの小さなお山の大将で終わりた 
くなければ、だ。偉大なる魔法使いはかつて邪悪な秘密を隠して剣を作った。そう、生命 
体、<混沌の王>の魂の一部だ。彼は剣に自らの一部を埋め込んだ。我らが主人はまさか 
のときのためにそうしたのだ。<混沌の王〉はこの世から追放され、剣に埋め込まれた彼 
の分身は、我らと敬愛する主人とを結ぶか細いが永遠の絆となった。だが先の戦争で《偽 
りの剣》は敵の手に渡り、ユルスリングはその剣で殺された。やったのはあのウォーメイ 
ジ、ラルフという若造だ。その名も彼の縁者も呪ってやる！なぜ剣はあの男の魂を奪わな 
かったのか、きっとラルフはドワーフやエルフと同じくらい強靭な精神の持ち主であるに 
違いない。あの男は剣をストームフイスト城に返したが、ラルフも《偽りの剣》ももはや 
あの冷たい城壁の中にはない。あの場所で何が起きたのかは知らん。ひょっとするとフエ 
ロル公が剣を奪うためにラルフを殺したのかもしれない。あるいは盗まれたか……もしく 
はまだ城の中にあるのかもしれん！ 









これを書きながら、次第に私の精神が衰えていくのを感じている。斥候の報告によれば、 
現在あの城に仕える者たちは誰もあの剣の存在やその威力を知らないという。恐らく、剣 
がどこにあるかはフエロルー家だけが知っている重大な秘密なのに違いない。私は<歯折 
れ岩の丘>で生涯を終えよう と，思う。 あの頂上から見下ろす光景が気に入っていたからだ。 
だが、 風の囁きのようにさりげなく死んでいくつもりはない。最後の精魂を込めておまえ 
たちに命じる …… 古い禍根を解き放ち、復簪のための冒険を再び開始し、リヴエロンの奴 
らに不和の種を蒔くのだ。<混沌の王>を我らの手に取り戻せるような動乱を奴らに起こ 
してやればいい。そうすれば、復警は我らのものだ……たとえ私は死んでしまったとして 
も。 殺せ!傷つけろ!憎悪と苦悩を起こせ!あの土地を破滅の縁に追レ 、やっ てゃれ。七種族 
同盟は<混沌の王>が安全に幽閉され、<地獄の亡者>は本当に死に絶えた と思っている。 
私の死によって、後者は真実になるわけだが、私は昔からの憎しみと復警を残していく。 
奴らはおまえたちを知らん、おまえたちがこの世に存在することすら知らないのだから、 
おまえたちは動きやすいだろう。 だが、 くれぐれもうまくやることだ、奴らの無知とブラ 
イドを使え。奴らのねぐらに潜入し、とにかく剣を見つけて取り戻せ。なぜなら《偽りの 
剣》は地獄への鍵そのものだからだ。さあ子どもたちよ行け。強奪し、殺し、痛めつけて 
やれ。 偵察し、拷問し、 …… 思いつく限りの悪魔の行為を敢行するのだ。《偽りの剣》を 
取り戻し、地獄への扉を開けたとき、私はそこでおまえたちを歓迎しよう。< 混沌の王> 
の助けを得て、残りの<地獄の亡者>の軍人たちと共に。我らは戻り、あの土地の残骸を 
納骨堂にしてやろう。 

永遠に闇と憎しみのなかに生き続ける者 
ゼンフ ア • ブルー トスポン 
















